
は
じ
め
に
3

第
一
章

近

代

的

合

理

精

神

の

限

界
H

す
べ
て
の
先
進
国
で
社
会
の
荒
廃
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
近
代
の
あ
ら
ゆ
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
根
幹
を
成
す
「
近
代
的
合
理
精
神
」
が
限
界
に
ぶ

つ
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

第
二
章

「

論

理

」
だ

け

で

は

世

界

が

破

綻

す

る
3
5

「
論
理
を
徹
底
す
れ
ば
問
題
が
解
決
で
き
る
」
と
い
う
考
え
方
は
誤
り
で
あ
る
。
帝
国
主
義
で
も
共
産

主
義
で
も
資
本
主
義
で
も
例
外
は
な
い
。
「
美
し
い
論
理
」
に
内
在
す

る
四

つ
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
。

第
-ニ
章

自

由

、

平

等

、

民

主

主

義

を

疑

う
6
5

自
由
と
平
等
の
概
念
は
欧
米
が
作
り
上
げ
た
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
前
提
条
件
、

「
成
熟
し
た
国
民
」
は
永
遠
に
存
在
し
な
い
。
欧
米
社
会
の
前
提
を
根
底
か
ら
問
う
。



第
四
章

「
情

緒

」
と
「
形

」
の

国

、
日

本
9
5

自
然
へ
の
感
受
性
、
も
の
の
あ
わ
れ
、
懐
か
し
さ
、
側
隠
の
情
…
…
。
論
理
偏
重
の
欧
米
型

文
明
に
代
わ
り
う
る
、
「
情
緒
」
や
「
形
」
を
重
ん
じ
た
日
本
型
文
明
の
可
能
性
。

第
五
章

「

武

士

道

精

神

」
の

復

活

を
1
1
6

鎌
倉
武
士
の
「
戦
い
の
掟
」
だ
っ
た
武
士
道

は
、
日
本
人
の
道
徳
の
中
核
を
な
す
「
武
士
道
精
神
」
へ

と
洗
練
さ
れ
て
き
た
。
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
を
繙
き
な
が
ら
、
そ
の
今
日
性
を
論
じ
る
。

第
六
章

な

ぜ

「
情

緒

と

形

」
が

大

事

な

の

か
1
3
0

「
情
緒
と
形
」
の
文
明
は
、
日
本
に
限
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
世
界
に
通
用
す
る

普
遍
性
が
あ
る
。
六
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
説
く
、
「
情
緒
と
形
」
の
大
切
さ
。

第
七
章

国

家

の

品

格
1
5
8

日
本
が
目
指
す
べ
き
は
「
普
通
の
国
」
で
は
な
い
。
他
の
ど
こ
と
も
徹
底
的
に
違
う

「
異
常
な
国
」
だ
I

。
「
天
才
を
生
む
国
家
」
の
条
件
、
「
品
格
あ
る
国
家
」
の
指
標
と
は
。
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